
１．薬剤のセットをする。

① キャップを閉じた状態で、
安全止めを押しながら透明
ケースを外し、カートリッジを
本体に挿入する。

② 固い台の上などでカート リッジ
を垂直にして「カチッ」と音が
するまでゆっくり押しこみ、透明
ケースを戻す。

２．吸入前に息吐きをする。

３．吸入する。

吸入口を軽く噛んで唇で覆い、ボタンを押すと同時にゆっくり深く吸い込む。
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• 吸入口に息を吹きかけると、
中の薬剤が湿気てしまいます。

• 吸入器を最初に使う時は、下向きに４回空噴射が必要です。
• 上向きに噴射して、誤って薬剤が目に入ると副作用の
原因になります。

③ キャップを閉じた垂直の状態で
透明ケースを「カチッ」と音がする
まで時計回りに１８０度回転させ、
キャップを開ける。

吸気孔（空気取り入れ口）

キャップ

透明ケース カートリッジ

４．吸入後、息止めおよび息吐きをする。

苦しくない程度に３～５秒息を止め、ゆっくり息を吐きだす。

５．うがいをする。（２回以上）

６．カウンターのチェック（残数の確認）

カウンター「０」で 終了です。透明ケースが回転できなく
なります。

<吸入可能回数> ６０回・３０日
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• 息止めは肺への薬剤の沈着
を待つために必要です。

• 常温で保存します。

• 薬剤を手で触れた場合は、
副作用予防の為、手洗いが
必要です。

７．吸入器の手入れをする。

マウスピースを拭き取るのみで、水洗いは不可。

• 吸気孔をふさがないように注意
が必要です。

吸気孔（空気取り入れ口）

カウンター「０」
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